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資
源
循
環
型
施
設
の

先
進
地
視
察
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

上
田
地
域
広
域
連
合
で
は
、
現
在
、
資
源
循
環
型
施
設（
統
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
統
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
）の
建
設

に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
新
の
施
設
は
、
環
境
に
十
分
配
慮
し
た
安
全
・
安
心
な
施
設
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

施
設
か
ら
発
生
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
地
域
の
発
展
や
広
く
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
施
設
で
あ
る
こ
と
を
広
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
市
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
先
進
地
視
察
を
実
施
し
ま
す
。

　

視
察
先
は
、
上
田
地
域
広
域
連
合「
ご
み
処
理
広
域
化
計
画
」で
想
定
し
て
い
る
内
容
に
近
く
、
こ
の
４
月
に
稼
動
し
た
最

新
鋭
の
施
設
で
あ
る
、
ふ
じ
み
衛
生
組
合（
東
京
都
三
鷹
市
・
調
布
市
）の「
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
ふ
じ
み
」で
す
。

　

振
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　時 　６月21日㈮、25日㈫
 　午前８時～午後７時頃迄
場　所 　クリーンプラザふじみ
行　程 　清浄園発（8：10）→上田菅平IC→調布

IC→調布市内で昼食→クリーンプラ
ザふじみ視察（13：00～15：00）→調
布IC→上田菅平IC→清浄園着（19：00
頃）

 　（貸切バスにより施設まで案内します）
定　員 　各70名（応募多数時は抽選）
対　象 　市内在住の方
参加費 　無料（昼食は各自の負担でお願いし

ます）
申し込み　6月13日㈭までに、「希望日」「住所」

「氏名」「年齢」を電話またはFAXで
ごみ処理広域化推進室へお知らせく
ださい。個人情報は、視察行程等の
郵送と保険の加入以外の目的には使
用しません。

その他 　この日程以外で20名以上の視察希
望がある場合は、別途相談ください。

　上田地域広域連合ごみ処理広域化推進室
　　TEL43・8818　FAX42・6740

募集内容について

クリーンプラザふじみ
キャラクター

【エントツくん】
市民に親しまれる施設とな
るよう、広く募集して決
まったクリーンプラザふじ
みの愛称「三

さん

調
ちょう

めのエント
ツくん」

施設パース

ぼくの高さは
100mも
あるんだよ
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「クリーンプラザふじみ」の概要
　クリーンプラザふじみは、東京都の三鷹市と調布市で組織する  
ふじみ衛生組合により運営され、両市合わせて約 40万人分の可燃
ごみを焼却処理しています。
　施設の周辺は、隣接する三鷹市役所をはじめ事務所・商店・住宅
などが集中する市街地ですが、施設内に多くの緑地を設けるなど、
地域環境と調和した潤いのある空間が創り出されています。
　また、最新鋭の技術の導入により、安全・安心にごみを処理する
ことはもちろん、国の基準よりも厳しい排ガスの自主規制値を設定
し、周辺環境や地球環境にも十分に配慮した施設となっています。
　計画段階から市民の皆様と協働で整備を進め、市民に親しまれる
施設となっています。

稼働開始：平成25年４月
敷地面積：約26,300㎡
処理能力：288ｔ／日（144ｔ／日×２炉）
焼 却 炉：全連続燃焼式
建物高さ：28m（地上５階、地下１階）
煙突高さ：100ｍ
発電設備：蒸気タービン発電機
　　　　　9,700kW（最大）
併設施設：リサイクルセンター

施設の特長

◆発生した熱を有効に使う
ごみの焼却によって発生する熱を回収し有効利用していま
す。発電した電力は工場内で使用するだけでなく、余った電
力は電力会社などに売っています。環境に配慮した無駄の
ないエネルギー利用により、社会貢献に取り組んでいます。

◆ごみを確実に燃やす
最新鋭のストーカ式焼却炉で自動燃焼制御により、ごみの
完全燃焼を実現しています。

◆においが外にもれないようにする
ごみ収集車の出入口の扉を二重にするなど、施設の中と外
気を遮断し、においが外にもれないよう配慮しています。
また、ごみのにおいのついた空気を焼却炉で燃やしたりす
ることにより、においを消しています。

◆燃えて出るガスをきれいにする
ごみの焼却によって発生する排ガスの中の有害物質を最先
端の公害防止技術により除去しています。また、排ガス中
のダイオキシン類は、通常の大気中の濃度より低い値であ
り、騒音・振動対策にも万全を期し、環境に配慮した施設
としています。

施設全景

中央制御室

屋上緑化
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一
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
や
よ
し
ず
な
ど
で
日
差
し
を
遮さ

え
ぎ

り
、
エ
ア
コ
ン
の

設
定
温
度
も
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
冷
房
時
間
を
短
く
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
室
外
機
の
周
り
は
整
理
整
頓
し
、
風
通
し
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
直
射
日
光
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
十
分
な

熱
交
換
が
で
き
ず
、
余
計
な
電
気
を
使
用
し
て
し
ま
い
ま
す
。

一
、
朝
の
涼
し
い
時
間
に
活
動
し
、
夜
は
早
め
に
就
寝
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
で
体
感
温
度
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

一
、
冷
蔵
庫
を
開
け
る
時
間
は
短
く
す
る
と
と
も
に
、
無
駄
な
開
け
閉

め
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

一
、
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
は「
強
」か
ら「
中
」に
し
、
詰
め
込
み
す
ぎ
は

や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
熱
い
物
は
冷
ま
し
て
か
ら
冷
蔵
庫
へ
入

れ
ま
し
ょ
う
。

一
、
冷
蔵
庫
の
側
面
は
放
熱
板
と
な
っ
て
い
ま
す
。
壁
か
ら
離
し
て
置

く
と
と
も
に
、
冷
蔵
庫
の
側
面
に
は
物
を
貼
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

一
、
ト
イ
レ
の
保
温
便
座
は
切
り
ま
し
ょ
う
。温
水
温
度
も
控
え
め
に
。

一
、
洗
濯
は
脱
水
時
間
を
少
な
く
す
る
と
と
も
に
、
乾
燥
機
を
使
わ
ず

自
然
乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

一
、
打
ち
水
で
涼
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
使
用
す
る
水
は
、
お
風
呂
の
残

り
湯
や
野
菜
な
ど
を
洗
っ
た
水
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
夏
野
菜
を
食
べ
て
、
体
の
中
か
ら
涼
し
く
な
り
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

地
産
地
消
は
、
新
鮮
な
野
菜
が
手
に
入
り
、
輸
送
に
か
か
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

節
電
・
省
エ
ネ
虎
の
巻　

〜
12
カ
条　

夏
版
〜

６
月
は
環
境
月
間
で
す

夏の節電・省エネへの取組

　今年も電気の需要が増える暑い夏に向けて様々な形で節電に向けた取組が求めら
れます。暑い夏をいかに快適に過ごしながら節電に取り組むか。例えば、過度な冷
房を控えてクールビズで過ごす、建物周囲の緑化（緑のカーテンなど）や昔ながらの
打ち水で清涼感や心の癒

いや
しを得るなど、工夫ひとつですぐにでも温暖化防止やエネ

ルギー対策など環境保全に取り組むことができます。
　そこで、環境月間にちなみ、家庭や事業所の皆様も気軽に取り組める節電・省エ
ネについてお伝えします。

○建物緑化に取り組みましょう
最近手軽にできる建物緑化として「緑のカー
テン」の取組が各地で広がっています。市で
も昨年度から取り組み、本庁舎南側、西側に
朝顔とパッションフルーツのカーテンを設置
したところ、緑のカーテンがある場所はカー
テンがない場所よりも20℃程度低いという
結果が出ました。施設の緑化は、夏の消費電
力抑制や二酸化炭素削減に効果が期待できる
だけでなく、植物の自然な緑によりわたした
ちの心身を癒し、元気を与えてくれます。皆
さんも身近なところから緑化に取り組み、快
適な夏を過ごしてみませんか。

○夏の節電にご協力ください
国では今夏も７月１日から９月30日までの
平日、経済活動や国民生活への影響をできる
だけ少なくするよう、無理のない形で具体的
な数値目標は設けずに全国に節電要請を行う
こととしています。市も、事業所として「エ
コオフィス活動」の徹底を図り、緑のカーテ
ンやクールビズの実施など節電対策に引き続
き取り組んでまいります。市民の皆さんも熱
中症など健康に充分注意しながら節電にご協
力をお願いします。

環境月間とは
環境基本法で「環境の日（６
月５日）」を含む６月の１か
月間を「環境月間」として定
めています。環境問題につ
いての理解と関心を深める
月間であり、全国で環境保
全活動が積極的に行われて
います。

節電・省エネは
ライフスタイルの見直しから

　  生活環境課　TEL23・5120　
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市民みんなの力でアレチウリを駆除しましょう！

６月30日㈰は、アレチウリ駆除
一斉行動日です。ご協力ください。
　上田市自治会連合会と市との協働により、６月30日㈰
にアレチウリの一斉駆除活動を市内全域で実施します。
※区域内にアレチウリの繁茂がみられない自治会もあり
ます。自治会ごとの駆除活動の実施の有無については、
お住まいの自治会、または生活環境課、丸子・真田・武
石地域自治センター市民生活課へ問い合わせください。

アレチウリをご存知ですか？
　侵略的外来植物であるアレチウリは、その旺盛な繁

はん

茂
も

により生態系を破壊し、動植物に悪影響を及ぼして
いることから、環境省により、駆除すべき「特定外来
生物」に指定されています。
　個人や事業所などの所有地で、このような植物が繁
茂している場合は、所有者が責任を持って駆除してい
ただきますよう協力をお願いします。

　アレチウリは、ツルに白い産毛のような細かい毛があり、五角形の葉がツルに一枚ずつついています。
　クズは、アレチウリとは違い、ツルに茶色い産毛のような細かい毛がついています。また、楕円形の葉が三枚一組
でついています。

五
角
形
の
葉

三
枚
一
組
の
葉

アレチウリとクズを見分けるポイント！

●発芽時期が６～９月と非常に長期間にわたるため、
何度も抜き取る必要があります。
●アレチウリと間違えやすい植物があります
　クズ（マメ科）はアレチウリと同様ツルを伸ばして成
長するため、アレチウリと間違えやすい植物です。
クズは日本古来の在来種ですので、生態系への影響
はなく、駆除する必要はありません。

●駆除の方法（手で抜き取るのが効果的）
　草刈機による駆除は、他の植物も刈ってしまう上、
根や種子が地中に残っているため、何度も発芽して
しまう恐れがあります。そのため、アレチウリの駆
除は、小さいうちに手で根から抜き取るのがもっと
も効果的です。
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「
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ
」が

「
ひ
と
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迎
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康
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設
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育
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「
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ
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、
健
康
づ
く
り
と
子
育
て
支
援
の
２
つ
の
機
能
を
併
せ
た
施
設
と
し
て
、「
ひ
と
」

　
「
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ
」は
、
健
康
づ
く
り
と
子
育
て
支
援
の
２
つ
の
機
能
を
併
せ
た
施
設
と
し
て
、「
ひ
と
」

も「
ま
ち
」も
健
康
で
元
気
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
平
成

も「
ま
ち
」も
健
康
で
元
気
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
平
成
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年
６
月
に
開
所
し
ま
し
た
。

年
６
月
に
開
所
し
ま
し
た
。

　

開
所
後
、
乳
幼
児
健
診
や
が
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な
ど
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各
種
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診
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運
動
や
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の
講
座
、
親
子
ひ
ろ
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、
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ど
も
の
発
達
に
関
す
る
相
談
な
ど
、
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年
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ま
す
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「
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ
」で
は
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
各
種
取
組
を
実
施
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て
い

　
「
ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え
だ
」で
は
、
引
き
続
き
市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
各
種
取
組
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

き
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「チャレンジ運動ルーム」や「多目的ホール」で行う運動講座では、「知る・
始める・続ける」の３つのテーマを設け、生活習慣病予防のための運動
習慣づくりと、身体機能の向上を目的に健康運動指導士により開催して
います。
※建物周囲には、１周500mのウォーキングコースがあり、朝早くから
夜遅くまで様々な年齢の方がウォーキングをしたり、ノルディック
ウォーキングを行うなど、多くの方に利用いただいています。

〈参加者の声〉
・運動の楽しさがわかり、毎日続けられています。車で移動するのでは
なく歩くようになり、２㎏痩せることができ、現在も体重をキープし
ています。

・施設が新しく設備が整っていて、明るい雰囲気で運動ができてよい。
スタッフも丁寧で親切、優しくて、説明がわかりやすいです。

・同じような年代の人たちの参加で安心できました。

運動に関する取り組み

健診ホールや相談室では、生涯を通じて健やかで心豊かに生活するため
に、妊娠、出産、子育てとつながりのある親と子の健康づくりを行って
います。今後も皆さんの意見を取り入れながら、健康づくりを推進して
いきます。
〈利用者の声〉
・食生活のこと、歯みがきのこと、生活リズムのことなど多方面からア
ドバイスをもらい心強く感じました。毎日気軽に与えていたおやつの
糖分の量にも驚きました。

・うぶ声学級に夫と一緒に参加し、沐
もく

浴
よく

の仕方などを体験しました。夫
と協力して子育てしていきたいと思います。赤ちゃんが生まれてくる
のがとても楽しみです。

・絶対母乳！と思っていたのに、産後の体調が優れず、思うように母乳
がでませんでした。そんな時、母乳育児相談を受けたところ、助産師
さんにおっぱいのことなどいろいろ教えてもらったり、ゆったり話し
を聞いてもらったりして、ほっとしました。

親と子の健康づくりに関する取り組み

◇ひとまちげんき・健康プラザうえだで
　行われている主な取組

乳幼児健診やがんなどの各種検診を行うほか、健康維持の二本柱
「運動の実践」と「食の改善」のため、一人ひとりに適した健康づく
りの方法を見つけられる場として、市民の皆さんが気軽に訪れ、
体験・実践できる各種講座を開催しています。

●健康づくりの拠点
～総合保健センター～

●子育て支援の拠点　
～中央子育て支援センター・発達相談センター・教育相談所～

おおむね３歳未満のお子さんとその保護者が、親子で遊び、親同
士が交流を深め、子育て中の悩みや不安を共有する中央子育て支
援センターのほか、子どもの発達に関する相談を行う発達相談セ
ンターと、不登校や学校生活での悩みなどについての相談を行う
教育相談所も併設し、子どもに関する相談窓口を集約しています。

66



健康プラザでは調理実習室を充実させ、実習室の隣に学習室としての食育ルームを設ける
ことで、ライフステージに応じた食に関する知識の習得と、調理実習などの体験をとおし
た事業を併せて行うことができるようになりました。
その中で、妊娠をきっかけに、自分の食を見直す機会となる妊娠期からの食育として、「プ
レママクッキング教室」に力を入れています。今後も、様々な食に関する事業をとおし、
市民の皆さんの健康な身体づくり、健康づくりを推進しています。
〈利用者の声〉
・「食」の大切さは一生のものなので、「まあいいや」ではなく面倒くさがらず、自分のため、
家族のために頑張りたいと思います。
・料理の仕方で苦手な食品が食べられることを知り、食べず嫌いだったと思いました。味
付けを工夫していろいろチャレンジしてみたいです。
・妊娠中はなかなか外にでる機会が少ないので、「寂しいなあ」と感じていました。今日参
加して、とても楽しくよい気分転換になりました。

食に関する取り組み

中央子育て支援センターには親子同士や他の親子と遊んだり
話したりしながら交流するための「ひろば」があり、子育て中
であるからこそ分かる悩みや不安を共有し、お互いの思いに
寄り添い合える場所として活用され、また、子育てに関する
相談、子育て関連情報の提供、講習なども行っています。年
間利用者は４万９千人を超えており、一日平均約150人にな
ります。午前10時～午後４時まで、土・日・祝日も開設し
ていますので、平日は利用することができないパパやママも
お子さんと一緒に遊びにきてください。今後も引き続き子育
て中の皆さんの支援ができるひろばにしてまいります。
〈利用者の声〉
・土・日を中心に子どもと一緒にいつも利用しています。「に
じいろひろば」は公園と違って、子どもからうっかり目を
離してしまっても、安心して遊ばせることができます。母
親が連れてくるときはお母さん同士の交流があるようです
が、お父さん同士の交流もできたら良いなと考えています。
・安全な工夫があり楽しく遊べてよかったです。手作りおも
ちゃがあり、子どもはすごく楽しそうに遊んでいます。
・広いところで遊べるので、子どもも元気いっぱいで楽しん
でいます。同じ年齢の子に接する機会にもなり、よく利用
しています。

にじいろひろば

発達相談センターでは、18歳までのお子さんを対象に専門の職員
（臨床発達心理士、保健師、作業療法士、言語聴覚士など）が相談の
窓口となり支援しています。
また、ペアレントトレーニングや幼児の教室、医師による相談会も
実施しています。
お子さんの発達に関して悩みや不安、心配なことがあるときはお気
軽に問い合わせください。

発達相談センター

平成24年度実績　医師による発達相談　　延べ54人
　　　　　　　　ペアレントトレーニング　　23人

（人）
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延ばし、自分らしくはつらつとした暮らしをめざして～

※健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が
制限されることなく生活できる期間

始めてみませんか
・身体計測、健診などを受けて健康状
態を把握しましょう。

・食生活を見直し、改善しましょう。
・適正体重を維持しましょう。

取り組みます
・健康状態に応じた栄養相談、教室の
実施
・地域の現状に合わせた資料の作成
・食と健康に関する情報の発信

栄養・食生活

〈現状〉 〈目標〉
○40～69歳男性の肥満（BMI25以上）の割合 27.7% → 27%
○40～69歳女性の肥満（BMI25以上）の割合 18.9% → 18%

食生活が原因となる生活習慣病を予防しよう

主な指標

身体活動 ・ 運動 自分にあった運動を
楽しみながら続けよう

始めてみませんか
・自分の身体活動量を知り、増やしま
しょう。

・生活の中に自分にあった運動を無理
なく取り入れ、継続しましょう。

取り組みます
・身体活動が身体に与える好影響の普
及と実践のための機会の提供
・ニーズに合わせた健康づくりのため
の運動の普及啓発
・関係機関と連携し、健康づくり継続
支援体制をつくり、運動を継続する
ための環境づくり

～ 〈現　　状〉 〈目　　標〉
○日常生活における平均１日歩数（65～79歳） 約5,000歩 → 6,000歩
○運動習慣者の割合（19～64歳） 男性10.5% ,女性9.3% → 男性15% ,女性14%

主な指標

　　  健康推進課　 健康推進課　TELTEL28・712328・7123

始めてみませんか
・定期的にがん検診を受け、自分自身
で健康管理をしましょう。

・自分のからだの状態（血糖値など）を
知り、生活習慣病予防のための生活
習慣の改善をしましょう。

取り組みます
・がん検診受診率の向上および啓発
・特定健康診査の受診率の向上
・糖尿病の発症および重症化予防

健康管理 生活習慣病を予防するために、自分の健康
状態を確認し、良い生活習慣を実践しよう

〈現状〉 〈目標〉
○肺がん検診受診率 9.5% → 11%
○特定健康診査受診率（国保加入者） 33.3% → 60%
○HbA1c（国際標準値）5.6%以上の人の割合 81.3% → 73%

主な指標

※HbA1c：赤血球の血色素（ヘモクロビン）への糖の付着割合
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基　本　

◇豊かなこころと健康な体づくり　

６つの分野で
７期のライフステージの
健康づくりを進めます。

１．妊 娠 期（胎生期）
２．乳幼児期（０～５歳）
３．学 齢 期（６～14歳）
４．思 春 期（15～17歳）
５．青 年 期（18～39歳）
６．壮 年 期（40～64歳）
７．高 齢 期（65歳以上）

日　時 　７月７日㈰
 午後１時～３時30分
　　　　　（受付０時30分～）
場　所 　上田文化会館
演　題 　「げんき度をあげる身

体づくり」～メタボを
予防、ならないロコモ
～〈仮題〉

講　師 　石井直
なお

方
かた

氏（東京大学
大学院教授、理学博士）

定　員 　500名
参加費 　無料
その他 　地域の取組発表
 健康推進委員による体

操紹介

健康フォーラム
『はじめよう運動
　高めようげんき度』

◇知って納得！
　やって役立つ！
　体験コーナー
運動や食・歯の健康に関する役立
つ情報や体験コーナーをまわろう
日　時 　７月７日㈰午前10時

～午後０時30分
場　所 　ひとまちげんき・健康

プラザうえだ
参加費 　無料
　  健康推進課　TEL28・7123

重　点　

「生涯を通じた健康づくりの推進」～健康寿命※を　

始めてみませんか
・こころの健康づくりや病気について
正しく理解しましょう。
・身近に悩みを聞いてくれる相談相手
を持ちましょう。また、必要に応じて
適切な専門機関に相談しましょう。

取り組みます
・こころの健康づくりや病気について
の正しい知識の普及啓発
・こころの健康や病気をサポートする
ための体制づくり

こころ こころの健康を保ち、自分らしい社会生活を送ろう

〈現状〉 〈目標〉
○身近なところに悩みを相談できる相手がいる人の割合 81.5％ → 増加
○自殺死亡率（人口10万人対）の減少 23.9　 → 10%以上の減少

主な指標

始めてみませんか
・ライフステージを通し歯や口

こう

腔
くう

の健
康に関心を持ち、家族全員が正しい
口腔ケアを実践しましょう。
・かかりつけ歯科医を持ち、定期健診
を受けましょう。

取り組みます
・歯や口腔の健康づくりに関する知識
の普及・啓発
・かかりつけ歯科医による、定期健診
受診率の向上

歯 生涯を通じて自分の歯でおいしく食べよう

〈現状〉 〈目標〉
○しっかりかんで食べる３歳児の割合 57.5% → 70%
○定期健診を受けている人の割合 25.3% → 35%

主な指標

親と子 子どもに愛情を注ぎ、心身ともに健やかに育てよう

始めてみませんか
・妊娠中の心と身体の変化を知り、母
体や胎児への影響を考えた健康管理
をしましょう。
・子どもの年齢に応じた心身の成長を
知り、子どもにあった接し方や行動
をしましょう。

取り組みます
・妊娠・出産をめぐる知識の普及啓発
および相談の実施
・すべての子どもが健康で個々に応じ
た成長ができるための知識の普及啓
発と、適切な関わりの啓発

〈現状〉 〈目標〉
○低出生体重児出生率 10.1% → 減少
○３歳児健診受診率 91.9% → 100%

主な指標
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重点目標

１　交流・文化施設の建設
２　交流・文化施設の開館準備
３　第二次上田市総合計画の策定に向

けた検討
４　上田地域定住自立圏および上田市

定住・交流人口増加策の推進
５　地域活性化プロジェクトの推進

　交流・文化施設の建設は、平成25
年度末の竣工を目標に安全かつ確実に
工事が進むよう適切な工事監理に努め
ます。
　また、来年10月の開館に向けた準
備は、設置条例の制定や運営管理の組
織、人材確保、備品の調達などの体制
づくりのほか、様々なジャンルに渡る
魅力的な開館記念事業の計画や市民と
の協働によるプレ事業の実施、現場見
学会の開催など、市民の皆さんと共に
歩みながら開館に向けた機運が高まる
よう取り組みます。
　上田地域定住自立圏は構成市町村の
連絡調整、連携事業を推進するととも
に、定住人口増加策として空き家バン
クをつくります。
　地域を活性化するプロジェクトとし
て、真田を生かしたまちづくり、資源
循環型施設整備への取組、土地利用な
ど各種施策の総合調整に努めます。

政策企画局

重点目標

１　防災情報基盤の強化と地域防災計
画の充実に向けた取組

２　第二次上田市行財政改革大綱の推進
３　情報プラザの構築に向けた取組
４　定員適正化計画に基づく適正な定

員管理
５　人材育成基本計画に基づいた職員

の育成と定住自立圏構想に基づく
人材交流の推進

　局地的豪雨による被害軽減のため、
雨量計を設置し観測体制の整備を図り
ます。さらにハザードマップを全戸配
布し市民の防災意識の向上を図りま
す。また、自主防災組織を中心に、市
民が自ら考え行動する実戦的な防災訓
練を行います。引き続き被災地および
市内避難者への支援を行います。
　第二次上田市行財政改革大綱に基づ
き、限られた経営資源を有効活用し、
効果的で効率的な行政運営を推進しま
す。
　行政の情報とまちづくりの推進に役
立つ地域情報を整理し、市民と行政の
双方が情報を発信・入手できる新しい
サービスとして、情報プラザの構築を
目指します。
　上田市定員適正化計画に基づく職員
数の削減を進めるとともに、新たな行
政需要に対しては、市民サービスが低
下することがないよう適正な職員配置
を行います。
　生活者起点、市民第一主義の基本理
念のもと、職員の意識改革と資質の向
上を図り、一層のサービス向上を目指
します。
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プレゼンテーションを学ぶ職員研修

　　   行政改革推進室行政改革推進室
　　　　TELTEL23・516323・5163

交流・文化施設の工事状況
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重点目標

１　社会情勢に対応した財政運営と安
定的な財政基盤の確立

２　効果的・効率的な収納対策による
市税など収納率の向上

３　公平・適正な課税の推進
４　遊休財産・土地開発公社保有土地

の処分の推進
５　公有財産の適正な管理と利活用

　第一次上田市総合計画後期基本計画
に掲げる施策などを着実に推進するた
め、重点８分野に対して優先的な予算
配分を行う一方、財政計画に基づき将
来負担比率などを抑えた健全な財政運
営を進めます。
　また、大規模な金融緩和をはじめと
した国が進める経済政策を背景に、景
気回復への期待が高まっていますが、
地域経済は引き続き厳しい状況が見込
まれていることから、社会経済情勢の
変化や国の経済政策に呼応した、タイ
ムリーで適切な財源確保と地域の実状
に応じた予算編成に努めます。
　公平かつ適正な課税に努めるととも
に、市税等納付案内センターの効果的
な活用と長野県地方税滞納整理機構と
の連携強化により、収納率の向上を図
り自主財源の確保に努めます。
　公有財産の利活用および遊休地の処
分などを積極的に進めると同時に、よ
り効率的な資産情報の把握と利活用に
役立つ財産管理システムの導入を目指
します。

財政部

重点目標

１　参加と協働のまちづくりの推進
２　地域内分権確立に向けた「第４ス

テージ」第１ステップの推進
３　住民主体の地域づくり活動への支援
４　人権が尊重され男女がともに参画

できるまちづくり
５　外国籍市民への支援と多文化共生

のまちづくり

　自治基本条例に掲げる「参加と協働」
の理念の具体化に向け、市民協働指針
の策定方針の決定、自治会活動支援、
地域リーダーの育成、「わがまち魅力
アップ応援事業」による地域の主体的
な取組の支援など、市民との協働によ
る地域づくりを推進します。
　地域内分権確立に向けた第４ステー
ジ２年目は、引き続き、各地域で協
議を重ねながら、地域課題の解決や住
民自治組織のあり方などについて検討
を行う地域経営会議の設置を目指すほ
か、それを支援する地域担当職員の配
置の検討、地域予算の活用に取り組み
ます。
　「上田市人権施策基本方針」や「上田
市男女共同参画計画」に基づいて、市
民一人ひとりの人権が尊重され、男女
が共同して参画する社会の実現に向け
た施策を推進します。
　外国籍市民との交流を更に深めて、
多文化共生社会の形成に向けた各種事
業に取り組みます。

市民参加協働部
上田地域自治センター

平成25年度各部局の重点目標

小学校で行った租税教室地域住民の主体的な地域づくり活動
（植樹の様子）

重点目標

１　資源循環型社会の形成に向けたご
み減量化の推進

２　再生可能エネルギーの利活用と地
球温暖化防止対策の推進

３　犯罪や交通事故のないまちづくり
と消費者被害防止の推進

４　市営住宅の環境整備と使用料の収
納率の向上

　上田地域広域連合が進める資源循環
型施設（ごみ焼却処理施設など）の新た
な提案の実現に向け、広域連合と連携
を密にして取り組みます。また、生ご
みの資源化に向けたモデル事業を実施
します。
　発電に優位な上田市の地域特性を生
かし、公共施設・用地などを利用した
再生可能エネルギー活用事業の検討を
進めます。更に、引き続き太陽光発電
の導入や防犯灯のLED化の普及促進を
図るとともに、環境放射線測定を継続
的に実施します。また、全市一斉のア
レチウリ駆除を実施します。
　防犯パトロールなどによる犯罪抑止
とともに、特殊詐欺などの消費者被害
防止に向けた活動を実施し、犯罪を許
さない環境づくりに努めます。また、
子どもと高齢者の交通事故を防ぐた
め、交通安全教室や啓発活動を実施し
ます。
　市営住宅の住環境整備の推進と耐震
診断を実施するとともに、使用料の収
納率向上を図ります。

生活環境部

ウィークエンドリサイクル
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重点目標

１　上小医療圏地域医療再生計画の推
進と計画期間終了後の計画策定

２　第二次上田市民総合健康づくり計
画の推進

３　第５期高齢者福祉総合計画の推進
４　地域福祉の更なる推進と障がい者

福祉の充実
５　安全・安心な医療の提供と地域の

周産期医療の推進
６　国保財政の健全な運営と医療費適

正化に向けた保健事業の推進

　５年間の地域医療再生計画の期間終
了後の継続的な取組を決定するととも
に、信州上田医療センターのがん診療
機能充実のための支援を行います。
　健康フォーラムの開催などにより、
「第二次上田市民総合健康づくり計画」
を周知し、健康づくり事業の実施、食
育の推進、特定健診の受診率向上など
に取り組みます。
　高齢者が安心して生活できるような
地域包括ケアの推進のため、介護予防・
日常生活支援総合事業の実施、介護保
険施設の整備などを図ります。
　障がい者の自立・社会参加支援のた
め、「第二次障害者基本計画」の策定な
ど、障がい者支援策を推進します。ま
た、「第二次地域福祉計画」に基づく災
害時要援護者登録制度の普及など地域
福祉推進体制の整備・推進や適正な生
活保護の実施と制度運用を図ります。
　市立産婦人科病院と信州上田医療セ
ンターの連携を深め、より安全・安心
な医療を提供します。
　健全な運営の確保と医療費適正化に
向けた国民健康保健事業の推進に努め
ます。

健康福祉部

重点目標

１　上田市保育園等運営計画に基づく
保育施設の整備

２　「子ども・子育て支援新制度」への
円滑な移行に向けた取組

３　発達支援体制の強化・充実
４　多様なニーズに応えるきめ細かな

子育て支援施策の充実

　上田市保育園等運営計画に基づき、
神科第一保育園の建替えを進めるとと
もに、神川地区統合保育園の建設候補
地の早期決定を目指します。
　平成27年度から実施予定の「子ど
も・子育て支援新制度」への円滑な移
行に向け、「（仮称）上田市子ども・子
育て会議」を設置し、「上田市子ども・
子育て支援事業計画」の策定に着手し
ます。合わせて、そのためのニーズ調
査の実施や、新制度管理電算システム
構築の準備などを進めます。
　発達の気になる児童の支援体制の強
化・充実を図る中で、幼保小連携の取
組として、保育士が近隣の小学校を訪
問し、教職員と連携した支援を実施し
ます。
　児童虐待予防やひとり親世帯への支
援をはじめ、「親子ひろば事業」につい
ては、メール配信サービスを活用した
より広い周知を行うなど、多様なニー
ズに応えるきめ細かな子育て支援施策
の充実を図ります。

こども未来部

重点目標

１　地域・市民と協働した観光資源の
魅力向上と新たな観光素材の創出

２　意欲ある中小企業への支援と商工
団体との連携強化による地域経済
の活性化

３　上田のファンを増やす観光基盤整備
４　求職者や若年者の就業支援の推進

と人材育成支援
５　商店街の主体的活動支援と居住者の

商店街顧客化による市街地活性化

　地域・市民と協働して魅力ある観光
資源を活用したイベントを展開しま
す。特に平成26年（2014年）は真田幸
村公の大阪城入城400年に当たり、こ
の気運を高めるため、記念事業の準備
を積極的に行います。また、「信州上
田おもてなし武将隊」の活動を充実さ
せ、上田のファンを増やす施策にも取
り組みます。
　海外展開や農商工連携などにより、
販路開拓に取り組む事業者への支援、
産業立地の優位性を生かした企業誘致
･留置を推進します。また、地域経済
連絡会議などにより地域経済の状況を
把握するとともに、メール配信サービ
スを活用し情報発信を行います。
　雇用においては求職相談や生活相談
を充実させ、関係機関と連携を図りな
がら求職者や勤労者のための支援事業
を推進します。
　街なかにお住まいの皆さんに中心市
街地の魅力を知ってもらうための仕掛
け作りを行います。また、真田十勇士
のモニュメントを活用して中心市街地
での回遊を促進します。

商工観光部

建替えを予定する
神科第一保育園

上田城千本桜まつり 地域医療体制と救急医療の仕組みを
紹介した冊子
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重点目標

１　地産地消の推進と都市農村交流に
よる活性化

２　遊休荒廃農地の再生、農地の流動
化促進並びに鳥獣害対策の推進

３　地域で支える健全な森林の環境整備
４　地域ぐるみの活動による農村環境

の保全と農業用施設の延命化
５　人・農地プラン（地域農業マスター

プラン）の実行

　地域に根付いた農業の発展を目的と
して、安全・安心・新鮮な地元農産物
を市民に提供する地産地消や６次産業
化の推進、都市と農村の交流による地
域の活性化を図ります。
　また、遊休荒廃農地の解消や優良農
地の確保と農地の流動化による集積を
促進し、生産性の向上を図るとともに、
深刻な鳥獣被害を軽減するため、地域
住民と協力し集落単位の広い範囲で侵
入防止柵の設置などを実施します。
　国の「森林・林業再生プラン」に基づ
き、搬出間伐を中心とした森林整備を
推進し、地域産材の利用促進を図りま
す。
　更新時期を迎える用排水路や農道な
どの計画的な補修により長寿命化を図
り、農業生産基盤の整備と併せて、地
域ぐるみで農業用施設や農村環境の保
全を推進します。
　人・農地プラン（地域農業マスター
プラン）に基づき、新規就農者の支援
や農地集積を促進します。

農林部

重点目標

１　賑わいと交流のまち創りに向けた
道路網の整備・促進

２　運賃低減バスの利用促進を柱とし
た公共交通活性化の推進

３　安全・安心な都市環境の整備
４　生活快適都市をめざしたまちづく

り計画の推進
５　魅力ある緑豊かな都市環境の創出

　上田地域30分（サンマル）交通圏構
想の実現に向け、国道18号上田バイ
パス、国道144号上野バイパスや、市
道神畑原峠線など幹線市道の整備促
進、交流・文化施設周辺の交通円滑化
と安全性の確保に向けた道路網の整備
を推進し、賑わいと交流のまち創りを
進めます。
　路線バスや別所線など公共交通は、
「乗って残す」を基本に利用を促進し、
新たに運賃低減バスの実証運行に向け
て取り組みます。
　災害に強い安心して住めるまちづく
りを進めるため、市道丸子小牧線トン
ネル工事や市道橋

きょう

梁
りょう

の補修、神科台排
水路整備や矢出沢川改修などの総合治
水対策、民間住宅・避難施設などの耐
震化促進、アスベストの分析調査と除
去工事の推進に取り組みます。
　生活快適都市を目指し、都市計画区
域マスタープランの策定および景観デ
ザインマニュアルの作成を進めます。
また、市民協働による花いっぱい運動
や緑地保全により、魅力ある緑豊かな
都市環境を創出します。

都市建設部

重点目標

１　消防団体制の充実・強化
２　市民への防火対策の推進および応

急手当の普及の推進
３　消防水利の充実・強化
４　上田地域広域連合消防本部体制の

充実・強化の推進

　地域の防災力の要であり、地域に密
着した活動を行っている消防団の災害
拠点施設や、消防車両をはじめとする
消防装備の整備強化を計画的に行い、
関係機関の協力を得ながら引き続き消
防団員の確保に努めます。
　市民の皆さんが防災に関心を持ち、
防災の担い手となっていただくため、
自主防災活動の指導促進を図るととも
に、子どもたちへの防火防災知識の普
及を図ります。
　救命率向上のため、AEDの使用方法
を含めた講習会を積極的に実施し、応
急手当の重要性を認識していただくよ
う普及啓発を推進します。
　防火貯水槽、消火栓などの消防水利
施設を計画的に整備し、消防力の向上
を図ります。
　上田地域広域連合消防本部で進めて
いる各種の施設整備事業や消防・救急
車両の更新など計画的な資機材の整備
事業を推進します。

消防部

上田産直まつり乗って残そう！公共交通消防団に配備された消防車両

平成25年度各部局の重点目標
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重点目標

１　安全・安心なまちづくりと環境に
配慮した地域づくり

２　キラリと輝く丸子温泉郷を目指して
３　「絆」を深める市民協働のまちづくり
４　げんきまるこ～地域の特性を生か

した産業の振興～
５　市内ナンバーワンの接客対応～明

るく親切な市民満足度の高いセン
ターづくり～

　未来を担う大切な子どもたちを守る
事を目的として、防犯パトロールを継
続実施するほか、浸水被害防止のため
の排水対策事業や、ごみの減量化を進
めます。
　大切な観光拠点である丸子温泉郷で
は、若手を中心として新たな活性化へ
の取組が始まりました。この地域発の
チカラをサポートしながら、キラリと
輝く温泉地を目指します。
　循環バス「まりんこ号」の利用促進活
動や、丸子修学館高等学校、上田市商
工会とのパートナーシップ事業を展開
し、心の輪を広げることで参加と協働
によるまちづくりを進めます。
　農産物の地産地消を推進するととも
に、商業者が進める自発的な活性化策
や、商工会および地域の工業団体が取
り組む新産業への挑戦を支援します。
　市民第一主義の基本理念のもと、来
庁された市民の皆さんから来てよかっ
たと思われる、満足度の高い行政サー
ビス提供に向け取り組みます。

丸子地域自治センター

重点目標

１　地域公共交通の推進
２　真田地域の特色を活かした誘客の

推進
３　地域内分権確立に向けての住民自

治組織の検討
４　菅平高原スポーツ観光の推進
５　災害時要援護者登録制度の推進

　今秋からの運賃低減バスの実証運行
に向け、利用促進イベントの開催や真
田地域公共交通利用促進協議会の開催
など、広報と啓発活動を進めます。
　真田氏発祥の郷としての資源を生か
し、ゆきむら夢工房、真田氏歴史館、
真田氏の史跡を結ぶ周遊ツアーを実施
することで誘客を図ります。また、菅
平高原スポーツランドの陸上競技場の
整備を進めるとともに、ラグビーワー
ルドカップ2019に向け、合宿地とし
ての受入体制を検討します。
　地域内分権の確立のため、「地域づ
くり委員会」の継続性強化を検討しな
がら、今後の住民自治組織のあり方に
ついて協議します。
　安心で安全な地域を確立するため、
全自治会が要援護者登録制度に取り組
むよう推進し、災害発生時のみならず
日頃から地域の助け合いの心の醸成に
努めます。

真田地域自治センター

重点目標

１　災害に強い安心安全な地域づくり
２　人と農地を活かす元気な農業づくり
３　武石地域全域公園化構想による地

域づくり
４　自治会と地域協議会の協働による

地域内分権に向けた第４ステージ
の推進

５　雲渓荘・うつくしの湯の今後の在
り方についての検討

　安らかで快適な地域を確立するた
め、自主防災組織の育成や要援護者登
録制度を全自治会で取り組めるよう推
進します。防災拠点施設である地域自
治センターの在り方も検討します。
　担い手農家の作業効率化を図るた
め、「人・農地プラン」の見直しを行い、
農地集積の促進と新規就農者を支援し
ます。また、かつて武（マルタケ）とし
て高い評価を得ていた武石産農産物の
ブランド化と商標登録に向けた調査研
究などを進めます。
　美しいふるさとの創出に向けて取り
組んでいる武石地域全域公園化構想
は、地域の特性にあった手づくり事業
の実践を通して、地域への誇りや地域
コミュニティの活性化を図ります。
　住民主導の自治活動を発展させるた
め、自治会や地域協議会など地域内
分権を推進する団体と地域自治セン
ター・公民館が協働して、学習や協議
を実施して共通理解や認識を深め、武
石地域の地域内分権の具体化に向けた
取組に着手します。

武石地域自治センター

多くの大会が開催される
菅平高原スポーツランド陸上競技場

番所ヶ原スキー場夏季利用実験として
コスモス種子の客土吹付を実施

独鈷山登り口（平井自治会）に咲いた桜
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重点目標

１　正確・適正および効率的な財務会
計事務への取組

２　公金管理事務適正化のため実施す
る検査などの継続

３　歳計現金の安全で効率的な管理・
運用への取組

　行政サービスの提供には、常に予算
の執行が伴います。市役所の会計事務
が法律や条令・規則等に決められたと
おり適切に行われるよう、職員研修会
を開催するとともに、正確な会計伝票
を作成するため、添付書類や支払方法
の見直しを行い、適正かつ迅速な支払
に努めます。
　市が取り扱う現金は、正確で適切な
管理を行なうことが、市政への信頼確
保に欠かせません。そのため、現金を
取扱う課所や公金の収納を委託してい
る委託先についても実地検査を行い、
公金の管理が適正に行なわれるよう指
導します。
　市の支払に充てる準備資金の運用
は、安全かつ確実で効率的な管理・運
用が出来るよう、運用先の金融機関に
ヒアリングを実施し、経営状況の把握
に努めます。
　また、市全体の収入・支出の予定を
正確に把握し、効率的な資金運用を行
ないます。

会計管理者組織

重点目標

１　災害に備えた施設・組織づくり
２　経営効率化の推進
３　上水道事業と簡易水道事業の統

合、安全でおいしい水の安定供給
４　快適で持続可能な水環境の創造と

資源の地域循環の推進
５　長野県企業局との連携による、塩

田・川西地区の県営水道の統合推進

　上下水道施設は、安心で快適な市民
生活を支える重要な施設です。安定し
た水の供給と大規模自然災害に備え、
老朽管の布設替や管路の耐震化を進め
るとともに災害に備えた組織づくりを
進めます。
　今後10年間の事業計画に基づき、
収支バランスのとれた経営に努め、業
務改善を図りながら事業の効率化に取
り組みます。
　安心して飲める水を供給するために
引き続き湧

ゆう

水
すい

水源の改修および浄水
場原水の放射性セシウム検査などを行
い、また耐塩素性病原生物に対応した
紫外線処理設備を設置します。染屋浄
水場に小水力発電を導入し、再生可能
エネルギーの活用を図ります。
　良好な水環境の保全のために、下水
道未整備地区の整備を進めるととも
に、農業集落排水と公共下水道の統合
事業について調査を進めます。
　塩田、川西地区の県営水道の統合に
ついて、県企業局と連携して諸課題を
検討していきます。

上下水道局

重点目標

１　上田市教育支援プランの推進
２　学校施設の耐震化推進と教育環境

の整備
３　文化芸術活動の拠点づくりに向け

た環境整備と地域文化の継承
４　生涯学習の推進による地域の教育

力の醸成
５　生涯スポーツ活動の推進とスポー

ツ環境の整備

　子どもたちの生きる力を育み、将来
の上田市を支える心豊かな人材を育成
するため、一人ひとりの状況に応じた
きめ細やかな教育を推進します。
　小中学校施設の耐震化を完了させる
ため計画的に改築を進めるとともに、
老朽・故障箇所などの営繕により、安
全安心な学校教育環境をつくります。
　市民が良質な芸術を享受できる環境
を整えながら文化芸術活動の輪を広
げ、新たな地域文化の創造を目指しま
す。また、上田城跡・信濃国分寺跡な
どの整備を進めるなど、歴史的・文化
的な遺産の継承に努めます。
　青少年育成に関する多様な課題を地
域の大人が共有し、解決に向けた地域
独自の活動に発展させます。また、改
定した人権施策基本方針に基づき人権
同和教育を推進します。
　生涯スポーツ社会の実現を目指し、
市民のスポーツ機会の拡大、世代間交
流や地域交流の促進、スポーツ環境の
整備などを進めます。

教育委員会事務局

適正な支払に向けてのチェック小水力発電の導入を予定する
染屋浄水場

上田城跡能・能楽講座で
舞台体験する子どもたち

平成25年度各部局の重点目標
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I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所 TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

催し

交流・文化施設開館に向けて
プレコンサートを開催
平成26年秋の交流・文化施設開館に向けたプレイベントのひとつとして、「ミッド・
サマー・クラシックコンサート　by東京フィルハーモニー交響楽団」を開催します。
日　時 　８月11日㈰午後４時（開場３時30分）
場　所 　上田市民会館
内　容 　モーツァルト「フィガロの結婚」より序曲　久石譲「スタンド・アローン」

ベートーヴェン「交響曲第５番『運命』」ほか
出　演 　指揮：現

げん

田
だ

茂夫、ゲスト：森麻季（ソプラノ）
料　金 　S席前売券3,500円（当日券4,000円）／ A席前売券2,500円（当日券3,000円）

※税込・全席指定
◇前売券
先行販売 　６月８日㈯～19日㈬／平安堂（上田店、上田しおだ野店）
一般販売 　６月21日㈮～８月10日㈯／平安堂（上田店、上田しおだ野店）
 　　　　　　　　　　　　 セブン-イレブン、ローソン
◇当日券　８月11日㈰午前10時～／上田市民会館
　  交流・文化施設開設準備室　TEL23・5219
チケットの問い合わせ　SBC信越放送テレビ局　TEL026・237・0545（土日祝日除く午前10時～午後５時）

ホタルマップ作成のため
ホタル発生情報を募集します
下水道の普及促進を目的として、
市内のホタル発生箇所をまとめた
ホタルマップを作成しますので、
ホタル情報をお寄せください。
情報内容 　ホタル発見日／発見場

所／ホタルの数（概数）
／情報提供者の住所、
氏名、連絡先　※情
報提供者には「ホタル
マップ2013（仮称）」を
差し上げます。

応募方法 　FAX、Eメール（hotaru_map@city.ueda.nagano.jp）、
手紙、電話などで下記へ。

　  下水道課　　TEL23・5128
　　  上下水道課　TEL42・1057
　　  上下水道課　TEL72・4253
　　  上下水道課　TEL85・2825

募集

現田茂夫C三浦興一 森麻季(C)Yuji_Hori

東京フィルハーモニー交響楽団

発行業務を休止します
◇住民票、印鑑登録
システム更新のため、自動交付機および上田情報ライ
ブラリーでの「住民票の写し」、「印鑑登録証明書」の
発行を休止します。なお、市役所本庁舎市民課で午前
10時から午後６時まで臨時窓口を開設します。

お知らせ

期　　日 自動交付機
（※）

上田情報
ライブラリー

市民課
臨時窓口

６月８日㈯ ○ × ○
６月９日㈰ ○ × ○
６月22日㈯ × × ×
６月23日㈰ ○ × ○
７月６日㈯ × × ×
７月７日㈰ × × ×

※市役所本庁舎１階、丸子地域自治センター、上田創造館に設置

　  市民課　TEL23・5334　  税務課　TEL23・5115
　　  収納管理課　TEL23・5117
　　  広報情報課　TEL23・8241

◇所得・納税証明書
６月８日㈯は上田情報ライブラリーでの発行を休止し
ます（現在、自動交付機では発行していません）。
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e情報情報
お
知
ら
せ

狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か
？

　

春
に
実
施
し
た
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
犬
を
対
象
に
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
実
施
し
ま
す
。
生
後
91
日
以
上
の
飼

犬
は
、
室
内
犬
も
含
め
、
法
律
で
定
め
ら

れ
た
登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
６
月
23
日
㈰

●
場
所
／
時
間

　

上
野
が
丘
公
民
館
／
午
前
８
時
50
分
〜

９
時
20
分
、
上
田
合
同
庁
舎
／
午
前
９

時
40
分
〜
10
時
30
分
、
塩
田
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
／
午
前
11
時
10
分
〜
11
時
40

分
◇
６
月
30
日
㈰

●
場
所
／
時
間

　

丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
／
午
前
８
時

30
分
〜
９
時

●
費
用　

新
規
登
録
／
６
２
２
０
円（
注

射
料
含
む
）、
登
録
済
／
３
２
２
０
円

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
２
１
６

６
月
は
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
中
の
方

へ
平
成
25
年
２
〜
５
月
分
の
児
童
手
当
・

特
例
給
付
を
、
６
月
10
日
㈪
に
指
定
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。
な
お
、
受
給
資
格
が

分
か
ら
ず
に
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方
、

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
、
転
入
し
て
手

続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方
な
ど
は
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。
ま
た
、
６

月
初
旬
に
現
況
届（
申
請
書
）を
送
付
し
ま

す
。
６
月
分
以
降
の
手
当
受
給
に
必
要
な

手
続
き
で
す
の
で
、
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
０
３
９

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

国
民
宿
舎
鹿
月
荘
が

臨
時
休
館
し
ま
す

　

館
内
修
繕
工
事
の
た
め
６
月
23
日
㈰
〜

６
月
26
日
㈬
の
間
休
館
し
ま
す
。

　

国
民
宿
舎
鹿
月
荘

　
　

TEL
44
・
２
２
０
６

米
粉
普
及
活
動
を

支
援
し
ま
す

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
、
ま

た
は
市
内
で
事
業
・
そ
の
他
の
活
動
を

行
う
方

●
支
援
内
容　

対
象
事
業
に
使
用
す
る
米

粉
を
現
物
支
給
し
ま
す（
上
限
：
１
事

業
に
つ
き
米
粉
10
㎏
）。

●
対
象
事
業　

上
田
市
産
の
米
粉
の
認
知

度
を
高
め
、
米
粉
使
用
を
促
進
す
る
活

動（
事
業
例
：
米
粉
を
使
っ
た
料
理
教

室
）

●
対
象
期
間　

６
月
10
日
㈪
〜
平
成
26
年

３
月
31
日
㈪

●
申
し
込
み　

６
月
３
日
㈪
〜
平
成
26
年

３
月
21
日
㈮
に
申
請
書（
農
政
課
窓
口

で
受
け
取
る
か
、
郵
便
ま
た
は
メ
ー
ル

で
送
付
）を
農
政
課
へ
。

　

上
田
地
産
地
消
推
進
会
議
米
消
費
拡

　
　

大
部
会
事
務
局（

農
政
課
内
）

　
　

TEL
23
・
５
１
２
２

催　

し

別
所
線
に
乗
っ
て
各
駅
を

き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か

●
日
時　

６
月
15
日
㈯
午
前
９
時
30
分
集

合
●
場
所　

上
田
駅
別
所
線
改
札
口
前

●
内
容　

担
当
駅
で
の
清
掃
、
別
所
温
泉

あ
い
そ
め
の
湯
で
の
反
省
会

●
持
ち
物　

軍
手
、
雑ぞ
う

巾き
ん

、
電
車
賃
他

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

介
護
者
の
会「
な
の
は
な
」を

開
催
し
ま
す

　

介
護
者
同
士
の
情
報
交
換
や
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
の
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
５
日
㈮
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

真
田
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

介
護
教
室「
認
知
症
の
あ
れ
・

こ
れ
」〜
症
状
の
成
り
立
ち
と
関
わ
り

方
〜
／
介
護
者
同
士
の
交
流
会
／
個
別

相
談

●
講
師　

堀
内
園そ
の

子こ

氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ず
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

●
対
象　

介
護
を
し
て
い
る
方
、
ま
た

は
介
護
に
関
心
の
あ
る
方（
参
加
費
無

料
）。

●
申
し
込
み　

７
月
１
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
左
記
へ
。

　

高
齢
者
介
護
課
TEL
23
・
５
１
４
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
０
０
９
２

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
４
７
０
０

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
１
１
９

お
知
ら
せ
／
催
し

今
月
の
表
紙

　快晴に恵まれた５月９日㈭、
稲倉棚田（殿城地区）で、さいた
ま市立大宮北高等学校の生徒約
320名による田植え体験学習が
行われました。
　この田植え体験学習は、稲倉
棚田が、日本の棚田百選に選ば
れたことを契機に、平成13年度
から始まり、今年で13回目を数
えます。
　今年は、田んぼの面積を昨年
よりも増やし、生徒たちが十分
に田植えを体験できるようにな
りました。田んぼに入った生徒
たちは「冷たーい！」、「気持ちい
い！」などと楽しそうに田植え
を行い、最初はぎこちなかった
作業も次第に慣れ、手際よく苗
を植えていました。

稲倉棚田で田植え体験
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催
し

甲
種
防
火
管
理
者

新
規
資
格
取
得
講
習
会

●
日
時　

７
月
18
日
㈭
・
19
日
㈮
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
定
員　

約
１
０
０
人

●
参
加
費　

上
小
防
火
管
理
者
協
議
会
員

３
５
０
０
円
、
一
般
５
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

６
月
18
日
㈫
午
前
９
時
以

降
、
左
記
ま
た
は
丸
子
・
真
田
・
東
御
・

依
田
窪
南
部
の
各
消
防
署
窓
口
へ

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防

　
　

課　

TEL
26
・
０
０
２
９

お
か
げ
さ
ま
で
16
周
年

さ
さ
ら
の
湯
特
別
企
画

◇
懐
か
し
の
歌
謡
シ
ョ
ー　

●
日
時　

６
月
19
日
㈬
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

大
広
間
特
設
ス
テ
ー
ジ

●
内
容　

尺
八
・
津
軽
三
味
線
・
唄う
た

の
演

奏
●
参
加
費　

無
料（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

◇
ポ
イ
ン
ト
２
倍
デ
ー

●
日
時　

６
月
20
日
㈭
午
前
10
時
〜
閉
館

（
朝
風
呂
は
対
象
外
）

●
そ
の
他　

午
前
10
時
以
降
、先
着
１
６
０

名
に
記
念
タ
オ
ル
進
呈
。

◇
足
湯
サ
ー
ビ
ス　

●
日
時　

６
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
30
分

●
場
所　

芝
生
特
設
広
場

　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

　
　

TEL
31
・
１
１
２
６

ま
ち
歩
き
で
地
域
の

歴
史
を
学
ぶ（
下
塩
尻
編
）

　

ま
ち
歩
き
案
内
人
の
宮
下
正し
ょ
う

一い
ち

氏
の
案

内
に
よ
り
歴
史
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

６
月
23
日
㈰
午
前
９
時
〜
11
時

30
分

●
集
合
場
所　

塩
尻
地
区
公
民
館

●
定
員　

先
着
15
名（
参
加
費
無
料
）

●
持
ち
物　

筆
記
具
、
雨
具
、
飲
料
水

●
申
し
込
み　

６
月
７
日
㈮
〜
20
日
㈭
の

月
〜
金
曜
日
、
電
話
ま
た
は
直
接
左
記

窓
口
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

丸
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　

お
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
菜
の
花
会
」の
皆

さ
ん
に
よ
る
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
こ
と
ば
あ
そ
び
、手
あ
そ
び
な
ど
で
す
。

●
日
時　

６
月
15
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
図
書
館

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

多
文
化
に
タ
ッ
チ
講
座

●
日
時　

６
月
23
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

３
時（
雨
天
決
行
）

●
場
所　

市
民
の
森
わ
し
ば
山
荘（
現
地

集
合
・
解
散
）

●
内
容　

ブ
ラ
ジ
ル
風
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と

カ
ポ
エ
イ
ラ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

●
講
師　

堀
之
内
幸
二
氏（
料
理
）、
ウ
ィ

ル
ソ
ン
・
グ
ラ
ヴ
ェ
ト
氏（
カ
ポ
エ
イ

ラ
）

●
定
員　

先
着
80
名

●
参
加
費　

８
０
０
円（
小
・
中
学
生
無

料
、
高
校
生
６
０
０
円
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
動

き
や
す
い
服
装

●
申
し
込
み　

６
月
７
日
㈮
午
前
９
時
以

降
、
６
月
17
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
左
記

へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

特
別
企
画
展「
真
田
幸
村
の

遺の
こ

し
た
も
の
」第
二
期

　

真
田
幸
村（
信
繁
）の
次
男
大
八
の
子
孫

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
幸
村
所
用
具
足

（
７
月
７
日
㈰
〜
）や
大
坂
夏
の
陣
で
使

用
し
た
と
さ
れ
る
短
銃（
宿
し
ゅ
く

許し
ゃ

筒づ
つ

）、
旗は
た

指さ
し

物も
の

・
古
文
書
な
ど
、
幸
村
ゆ
か
り
の
資
料

を
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
８
日
㈯
〜
９
月
１
日
㈰
の

午
前
10
時
〜
午
後
６
時（
入
館
は
５
時

30
分
ま
で
）

●
休
館
日　

水
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

●
入
館
料　

一
般
３
０
０
円（
市
内
高
校

生
以
下
無
料
）、
団
体
・
障
が
い
者
割

引
あ
り
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

真
田
図
書
館

お
は
な
し
広
場

　

お
は
な
し
広
場
サ
ポ
ー
タ
ー
雨
宮
ち
よ

子
さ
ん
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手

遊
び
な
ど
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
15
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

お 知 ら せ

行政相談委員のお二人が
受賞されました

　長年にわたり行政相談委員として、
市民の行政に対する苦情の解決に尽力され
たとして、竹沢朝

とも

代
よ

氏が平成25年度関東管
区行政評価局長表彰状を、また、堀内泰

やすし

氏
が平成25年度総務省長野行政評価事務所長
感謝状を受賞されました。
　竹沢氏は平成17年から、堀内氏は平成21
年から行政相談員として活躍されていま
す。
　 生活環境課　TEL22･4140

竹沢　朝代氏 堀内　泰氏
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Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

11
時
頃

●
場
所　

真
田
図
書
館　

●
対
象　

幼
児
〜
小
学
校
低
学
年

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

　

真
田
図
書
館　

TEL
72
・
８
０
８
０

心
の
健
康
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

職
場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
11
日
㈭
午
後
１
時
15
分
〜

●
場
所　

上
田
合
同
庁
舎

●
講
師　

古ふ
る

越こ
し

真ま

佐さ

子こ

氏（
オ
フ
ィ
ス
・

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
代
表
）

●
定
員　

１
５
０
名（
参
加
費
無
料
）

●
申
込
方
法　

６
月
５
日
㈬
〜
７
月
10
日

㈬
に
、
電
話
ま
た
は
申
込
用
紙
を
記
入

の
上
、
FAX（
23
・
１
６
２
４
）で
左
記
へ
。

　

東
信
労
政
事
務
所　

　
　

TEL
25
・
７
１
４
４

上
田
低
肺
友
の
会

　

呼
吸
器
障
害
に
悩
む
患
者
さ
ん
と
家
族

の
学
習
交
流
会
で
す
。
会
員
以
外
の
方
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
25
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時

●
場
所　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯

●
内
容　

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
「
笑

　

い
ヨ
ガ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
体
操
」、
交
流

会
、
入
浴
、
顧
問
医
師
小
林
俊
夫
氏（
鹿

教
湯
三
才
山
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
名

誉
セ
ン
タ
ー
長
）に
よ
る
日
常
生
活
上

の
助
言

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
昼
食
代
な
ど
）

※
入
浴
す
る
方
は
別
途
入
浴
料
が
必
要

●
申
込
方
法　

６
月
18
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

あ
す
な
ろ
の
会
上
田

（
上
小
地
域
自
死
遺
族
交
流
会
）

●
日
時　

６
月
16
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

市
内（
詳
細
は
申
込
者
に
案
内
）

●
対
象　

家
族
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
方

●
参
加
費　

１
０
０
円
程
度（
お
茶
代
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ

●
そ
の
他　

会
で
話
し
た
こ
と
が
外
部
に

漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

話
を
聞
く
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

　
　

支
援
課　

TEL
25
・
７
１
４
９

第
９
回
信
州
上
田
本
町
祭

◇
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
＆
青
空
酒
場

●
日
時　

６
月
８
日
㈯
午
後
５
時

●
場
所　

本
町
通
り

●
内
容　

特
設
フ
ー
ド
ブ
ー
ス
／
本
町

自
慢
の
逸
品
料
理
。
イ
ベ
ン
ト
／
青
木

村
義
民
太
鼓
保
存
会
の
演
奏
、
当
日
限

定
ス
イ
ー
ツ
、
占
い
な
ど
。
／
鎧よ
ろ
い

兜か
ぶ
と

の

試
着
＋
乗
馬
体
験
＋
写
真
撮
影（
一
人

５
０
０
円
）、
六
文
戦
士
ウ
ェ
イ
ダ
ー

登
場
! !
魔
法
使
い
ア
キ
ッ
ト
の
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト（
午
後
４
時
、
無
料
）

◇
９
年
目
だ
か
ら
感
謝
祭「
魔
法
使
い
ア

キ
ッ
ト
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」

●
日
時　

６
月
８
日
㈯
午
後
６
時
30
分

（
開
場
６
時
）

●
場
所　

上
田
映
劇（
入
場
無
料
）

●
そ
の
他　

本
町
内
と
周
辺
加
盟
店
で
使

　

用
で
き
る
周
遊
券
を
販
売
し
ま
す
。

詳
細
は
、
電
話
で
宮
尾
商
店（
TEL
24
・

３
３
８
０
）へ
。

　

本
町
成
年
会
事
務
局（
坂
井
）

　
　

TEL
22
・
５
６
２
５

東
山

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

●
日
時　

６
月
22
日
㈯
午
前
９
時
集
合
、

午
後
３
時
解
散（
予
定
）

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
駐
車
場
集
合

●
定
員　

80
名

●
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
代
と
し
て
）

●
持
ち
物　

軽
登
山
の
で
き
る
服
装
、
昼

食
、
雨
具
、
飲
料
水

●
申
し
込
み　

電
話
で
左
記
へ
。

　

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
う
え
だ

　
　

TEL
25
・
２
６
２
９

塩
田
の
郷

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
杯

●
日
時　

６
月
22
日
㈯
午
前
８
時
受
付
開

始（
雨
天
決
行
）

●
場
所　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

●
定
員　

先
着
１
５
０
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円（
保
険
料
、
飲

食
代
含
む
。
入
場
料
別
途
。
当
日
徴
収
）

●
申
込
方
法　

６
月
18
日
㈫
ま
で
に
電

話
、
FAX
、
ま
た
は
直
接
左
記
窓
口
へ
。

　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　

TEL
／
FAX
39
・
４
４
５
５

笑
い
ヨ
ガ
で
げ
ん
き
ア
ッ
プ

●
日
時　

６
月
13
日
㈭
午
後
１
時
〜
２
時

●
会
場　

塩
田
公
民
館

●
対
象　

成
人
男
女

●
参
加
費　

５
０
０
円（
会
員
は
無
料
）

●
持
ち
物　

飲
料
水
、
タ
オ
ル
、
着
替
え

●
申
し
込
み　

不
要

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

地
域
の
宝
さ
が
し

後
藤
健
市
氏
講
演
会

●
日
時　

６
月
22
日
㈯
午
後
５
時
30
分
〜

７
時
40
分

●
場
所　

信
州
大
学
繊
維
学
部
講
堂

●
演
題　
「
視
点
を
変
え
て
ま
ち
づ
く
り
」

〜Be Better

僕
ら
の
地
域
の
宝
さ
が

し
〜

●
講
師　

後
藤
健
市
氏（
場
所
文
化
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
、
地
域
活
性
化
伝
道
師
）

●
定
員　

２
０
０
名

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

　

上
田
青
年
会
議
所
地
域
未
来
創
造

　
　

委
員
会　

TEL
22
・
５
０
７
４

催
し
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す
て
き
発
見

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

蚕
室
造
り
の
古
民
家
や
蔵
が
点
在
す
る

住
吉
大
久
保
地
区
の
集
落
を
め
ぐ
り
、
す

て
き
な
景
観
を
選
定
し
ま
す
。

●
日
時　

６
月
15
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分
頃

●
場
所　

大
久
保
公
民
館
集
合

●
定
員　

先
着
25
名

●
参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
代
、
資
料

代
）

●
申
し
込
み　

６
月
７
日
㈮
〜
６
月
13
日

㈭
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
の
す
て
き
会
連
絡
事
務
局（
山

　
　

内
）　

TEL
22
・
５
９
８
４

講
座
・
教
室

防
災
講
座

●
日
時　

６
月
30
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

城
南
公
民
館

●
演
題　
「
自
主
防
災
活
動
と
中
越
地
震
」

●
講
師　

畔あ
ぜ

上が
み

純
一
郎
氏（
中
越
市
民
防

災
安
全
士
会
会
長
）

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

●
そ
の
他　

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

　

危
機
管
理
防
災
課　

　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
21
・
０
１
２
３

　
　

城
南
公
民
館　

TEL
27
・
７
６
１
８

カ
ラ
ダ
げ
ん
き
栄
養
教
室

●
日
時　

①
基
礎
編
７
月
２
日
㈫
午
前
10

時
〜
11
時
30
分（
受
付
９
時
45
分
〜
）②

応
用
編（
実
習
）７
月
10
日
㈬
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分（
受
付
９
時
15

分
〜
）（
①
と
②
で
セ
ッ
ト
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

①
自
身
の
身
体
の
状
態
に
合
っ

た
食
事
の
適
量
を
学
ぶ
。
②
実
際
に
調

理
し
て
味
わ
い
、
日
常
の
食
生
活
を
見

直
す

●
対
象　

20
歳
以
上
の
市
民

●
定
員　

先
着
15
名

●
参
加
費　

３
０
０
円

●
持
ち
物　

①
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
の
結

果
、
血
液
検
査
結
果
な
ど（
お
持
ち
の

方
）②
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン
ド

タ
オ
ル
、
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
ご
飯

茶
碗

●
申
し
込
み　

６
月
10
日
㈪
〜
25
日
㈫
に

電
話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

W
ord

初
心
者
講
座
２
日
間

コ
ー
ス﹇W

ord2013

使
用
﹈

●
日
時　

７
月
４
日
・
11
日
の
木
曜
日
、

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
対
象　

文
字
入
力
の
で
き
る
方

●
参
加
費　

２
５
０
０
円（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
１
２
６
０
円
）

●
定
員　

先
着
20
名（
最
小
催
行
人
数
５

名
、
要
事
前
申
し
込
み
）

●
申
し
込
み　

６
月
13
日
㈭
〜
７
月
２
日

㈫
に
電
話
で
左
記
へ

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

●
日
時　

６
月
27
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

市
役
所
南
庁
舎

●
内
容　

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
応
援
者
と
な
る
一
般
向
け
講
座

●
講
師　

中
澤
純
一
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

じ
ろ
べ
ー
理
事
長
）

●
対
象　

市
内
在
住
の
方（
サ
ポ
ー
タ
ー

の
方
も
受
講
可
能
）

●
定
員　

先
着
50
名（
参
加
費
無
料
）

●
申
し
込
み　

６
月
７
日
㈮
以
降
電
話
で

左
記
へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
４
０

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
79
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

６
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　

安
全
な
入
院
生
活
の
た
め
に

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

催
し
／
講
座
・
教
室
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お
知
ら
せ

お 知 ら せ

福祉医療（医療費助成）制度
　福祉医療制度とは、医療機関の窓口で支払った医療費のうち、保険適用になった自己負担分の一部を市が助成する制度

です。現在、福祉医療の資格をお持ちの方の「福祉医療費受給者証（若草色・児童区分以外）」の有効期限は７月31日まで

です。所得および資格要件の審査が完了した方は一斉更新後、新しい受給者証を７月下旬に郵送します。また、下表に該

当する方は、資格取得できる場合がありますので、市役所福祉課または丸子・真田・武石地域自治センター窓口で相談し

てください。

【所得についての注意事項】
平成25年１月１日現在の居住に応じて所得状況の確認が必要となります。
①他市町村に居住していた受給者および世帯員の「所得（課税）証明書（省略なし）」の提出が必要です。
②市内に居住していた受給者および世帯員は、所得税および住民税の申告が必要です。未申告の場合は至急申告をお願い

します。

【その他の注意事項】
①ひとり親家庭および父母のいない子について、18歳以上20歳未満の子の資格延長には高等学校などの在学証明書の提
出が必要です。
②下表中の障害者手帳について、有効期限が切れている場合は手帳の更新または再取得の手続きが必要です。
③加入医療保険証、振込口座が変更になった場合は、その都度届出が必要です。

【福祉医療制度に該当する方】

注１　児童区分については、今回の一斉更新は必要ありません。
※障がい者の日常生活および社会生活を総合的に支援するための施設入所者についは、住所地特例該当の場合もあります。
※詳細は問い合わせください。
　 福祉課　TEL23･5130

区　分 対　　　象　　　者 所　得　制　限
児　　童 出生～中学校３年生（注１） なし

障がい者

特別児童扶養手当１級

所得が特別障害者手当を
受給できる範囲内の額

身体障害者手帳１・２・３級
療育手帳Ａ１・Ａ２・Ｂ１・Ｂ２
65歳以上の国民年金法施行令別表該当者

精神障害者保健福祉手帳

１級（通院のみ）
１級

所得税非課税世帯
２級

２級（自立支援通院のみ）
本人が所得税非課税であり、扶養義務者の所得
が特別障害者手当を受給できる範囲内の額

ひとり親家庭の親と18歳未満の子
父母のいない18歳未満の子
（高等学校などに在学中の場合は20歳未満まで延長可能）

所得が児童扶養手当を受給できる範囲内の額

高 齢 者 67以上～70歳未満の方（２割までは自己負担） 市町村民税非課税世帯
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
講
習
会

●
日
時　

６
月
30
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

●
テ
ー
マ　

造
花
で
作
る
夏
の
花
飾
り

●
講
師　

関せ
き

口ぐ
ち

鶯お
う

佳か

氏（
勅て

使し

河が
わ

原ら

和
風

会
・
青
い
鳥
主
宰
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

●
持
ち
物　

ペ
ン
チ（
大
）、
エ
プ
ロ
ン
、

　

雑ぞ
う

巾き
ん（
ハ
ン
カ
チ
大
）、
作
品
を
持
ち
帰

る
た
め
の
袋
、
ゴ
ミ
袋

●
申
し
込
み　

６
月
７
日
㈮
〜
26
日
㈬
に

電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
受
講
者
募
集

●
日
程　

７
〜
９
月（
３
か
月
・
１
年
４

期
制
の
第
２
期
）

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
プ
ー
ル

●
内
容　

①
ベ
ビ
ー
ス
イ
ム
教
室
、
②
一

般
水
泳
教
室

●
対
象　

①
首
の
座
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
〜
３

歳
６
か
月
児
、
②
16
才
以
上

●
定
員　

①
先
着
15
組
、
②
先
着
15
名

●
時
間　

①
毎
週
水
曜
日
の
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
15
分
、
②
毎
週
金
曜
日
の
午

前
11
時
15
分
〜
午
後
０
時
15
分
※
新
規

申
込
希
望
者
は
、
６
月
中
に
１
回
無
料

体
験
可
能（
要
事
前
予
約
）

●
参
加
費　

年
会
費
①
７
０
０
０
円
、
②

６
０
０
０
円
／
1
期
分
受
講
料
①
②

６
０
０
０
円　
（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

●
申
し
込
み　

６
月
10
日
㈪
以
降
、
申

込
用
紙（
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
に
あ
り
、

ま
た
は
FAX
送
信
可
）に
記
入
し
、
参
加

費
を
添
え
て
左
記
へ
。

　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

丸
子
公
民
館
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

受
講
生
募
集

◇
五
感
で
楽
し
む〝
科
学
の
目
〞　

●
日
時　

６
月
19
日
以
降
の
毎
月
１
回
水

曜
日（
原
則
）、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
講
師　

渡
辺
文ふ
み

雄お

氏（
元
上
田
創
造
館

長
）

◇
あ
な
た
の
青
春〝
昭
和
の
歌
声
〞

●
日
時　

６
月
27
日
以
降
の
毎
月
１
回
木

曜
日（
原
則
）、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
講
師　

ハ
ラ
サ
チ
コ
氏（
音
楽
療
法
綜

合
オ
フ
ィ
ス「
音お

多た

歌か

樂ら

箱ば
こ

」）

◇
共
通
事
項　

●
開
講
期
間
／
回
数　

６
月
〜
平
成
26
年

３
月
上
旬
／
全
10
回

●
場
所　

丸
子
公
民
館

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

講
座
・
教
室

お 知 ら せ

森仁志氏が紺綬褒章を受章されました

　市に世界最大級のリ
トグラフ（石版画）38
点を寄贈された森仁志
氏（上田市出身）に、国
から「紺綬褒章」が贈ら
れました。５月２日に
市役所で行われた伝達
式では、市長から「寄贈
された作品を早く新しい美術館に展示したい」と、喜びの声
がかけられました。
　坂城町で「森工房」を主宰していた森氏は、池田満寿夫、
東山魁夷、カシニョール、カトラン、ブラジリエといった
世界中の巨匠たちからその類

たぐい

稀
まれ

な技術と感性を見込まれま
した。
　彼らと寝食をともにしながら創作された「大版画」は、来
年秋に開館予定の交流･文化施設の新美術館において、順次
展示する予定です。
　 交流・文化施設開設準備室　TEL23･5219
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●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

１
０
０
０
円（
材
料
費
な
ど

別
途
必
要
。
初
日
に
徴
収
）

●
申
し
込
み　

６
月
12
日
㈬
ま
で
に
は
が

き
、
FAX（
42
・
０
３
０
３
）、
ま
た
は
電

話
で
左
記
へ
。

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ
・
パ
ー
フ
ェ
ク
ト

（
NP
）プ
ロ
グ
ラ
ム

●
日
時　

６
月
24
日
㈪
、
７
月
１
日
㈪
・

８
日
㈪
・
16
日
㈫
・
22
日
㈪
・
30
日
㈫

の
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　
「
完
璧
な
親
な
ん
て
い
な
い
」と

い
う
意
味
の
、
子
育
て
中
の
親
を
応
援

す
る
参
加
型
講
座
で
す
。

●
対
象　

０
歳
〜
就
園
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

●
定
員　

先
着
10
名（
託
児
あ
り
）

●
申
し
込
み　

６
月
17
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ（
参
加
費
無
料
）。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

「
街
な
か
サ
ロ
ン
de
講
座
」と

「
街
な
か
歩
き
」（
前
期
）

◇「
サ
ロ
ン
de
講
座
」

●
日
時　

６
月
12
日
㈬
午
後
７
時
〜

●
演
題　
『
描
か
れ
た
、
江
戸
時
代
の
商

　

家
』

●
場
所　

松
尾
町
フ
ー
ド
サ
ロ
ン
２
階

◇
街
な
か
歩
き　

●
日
時
／
内
容　

７
月
７
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
0
時
30
分
、『
小
路
を
巡
る
〜
江

戸
時
代
を
訪
ね
て
〜
』

●
場
所　

中
心
市
街
地

◇
共
通
事
項

●
講
師　

尾
崎
行ゆ
き

也や

氏（
元
市
誌
編
さ
ん

委
員
）

●
参
加
費　

５
０
０
円（
資
料
・
飲
み
物

代
・
保
険（
街
な
か
歩
き
）な
ど
）

●
参
加
申
込
・
問
い
合
せ　

上
田
城
下
町

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
行
委
員
会
事
務
局

（
上
田
商
工
会
議
所
内
）

　

TEL
22
・
４
５
０
０
／
FAX
25
・
５
５
７
７

そ
う
だ
お
町
へ
出
か
け
よ
う

　

６
月
15
日
㈯
〜
平
成
26
年
１
月
に
実
施

し
ま
す（
全
て
事
前
申
し
込
み
不
要
）。

●
期
日　

６
月
15
日
㈯（
第
1
回
）

◇
昭
和
の
名
画
を
見
よ
う
！
※
平
成
26
年

１
月
ま
で
の
毎
月
１
回（
全
８
回
）映
画

上
映
を
予
定
。

●
時
間　

午
前
10
時
、
午
後
２
時（
２
回
）

●
場
所　

上
田
映
劇

●
上
映　
「
瞼ま

ぶ
た

の
母
」　

●
入
場
料　

５
０
０
円

◇
ま
ご
の
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ　

生
き
甲が

斐い

講
座（
連
続
7
回
）　

●
場
所　

海
野
町
会
館
１
階

●
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

●
内
容　
「
あ
な
た
の
生
き
甲
斐
を
発
見

し
よ
う
」（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
入
場
無

料
）

●
講
師　

宮
尾
秀
子
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子

育
て
応
援
団
ぱ
れ
っ
と
代
表
）

◇
懐
メ
ロ
体
操
で
介
護
予
防（
連
続
７
回
）

●
場
所　

海
野
町
会
館
２
階

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

●
内
容　

春
日
く
に
子
先
生
と
唄う
た

っ
て
踊

ろ
う
！
公
開
講
座（
入
場
無
料
）

◇
ま
ご
の
手
お
休
み
処　

●
場
所
／
時
間　

海
野
町
会
館
１
階
／
午

後
１
時
〜
（
無
料
）

　

ま
ご
の
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
斉
藤
）

　
　

TEL
０
９
０
・
３
０
９
３
・
６
０
１
５

募　

集

学
童
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

●
日
時　

７
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
・
27
日

㈯
・
28
日
㈰

●
場
所　

染
屋
台
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
他

●
内
容　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
の
軟
式
野

球
大
会

●
対
象　

市
内
小
学
生
の
野
球
チ
ー
ム

（
育
成
会
・
学
校
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

単
位
で
）

●
参
加
費　

1
チ
ー
ム
３
０
０
０
円（
７

月
10
日
㈬
の
責
任
者
会
議
で
徴
収
）

●
申
し
込
み　

６
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
所

定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
課
、
丸
子
総
合
体
育
館
、
真
田
・

武
石
地
域
教
育
事
務
所
へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課　

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

講
座
・
教
室
／
募
集
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第
42
回
上
田
わ
っ
し
ょ
い

参
加
連
大
募
集

　

７
月
27
日
㈯
開
催
の「
上
田
わ
っ
し
ょ

い
」に
参
加
し
、
真
夏
の
夜
に
大
勢
の
皆

さ
ん
と
爽
快
な
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
（
左
記

　

事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）に
記
入
し
、
FAX
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
左
記
へ
。

●
応
募
締
切　

６
月
13
日
㈭
必
着

　

上
田
わ
っ
し
ょ
い
実
行
委
員
会
事
務

　
　

局（

観
光
課
内
）

　
　

TEL
23
・
５
４
０
８

上
田
市
職
員　

（
助
産
師
）を
募
集

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
応
募
資
格　

昭
和
29
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
助
産
師
の
資
格
を

有
す
る
方（
平
成
25
年
９
月
１
日
か
ら

勤
務
開
始
可
能
な
方
）

●
勤
務
場
所　

市
立
産
婦
人
科
病
院

●
応
募
締
切　

６
月
30
日
㈰

●
試
験
日　

応
募
者
に
個
別
に
連
絡

●
採
用
予
定
日　

９
月
１
日
㈰

●
勤
務
時
間　

夜
勤
を
含
む
交
代
制
勤
務

●
給
与　

市
の
条
例
に
よ
り
支
給（
初
任

給
は
助
産
師
と
し
て
の
経
験
年
数
に
応

じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
）

　

人
材
開
発
課　

TEL
23
・
５
３
３
２

上
田
市
非
常
勤
職
員

（
保
健
師
）を
募
集

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
応
募
資
格　

昭
和
29
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
保
健
師
の
資
格
を
有

す
る
方

●
任
用
期
間　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

●
勤
務
時
間　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
勤
務
場
所　

丸
子
健
康
福
祉
課（
丸
子

保
健
セ
ン
タ
ー
）

●
勤
務
内
容　

乳
幼
児
、
成
人
の
保
健
指

導
、
健
康
相
談
な
ど

●
賃
金　

市
の
要
綱
に
よ
り
支
給

●
応
募
方
法　

履
歴
書
お
よ
び
保
健
師
免

許
証
写
し
を
左
記
へ

　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
７

『
大
黒
祭
』信
州
上
田
芸
術
祭

出
展
者
募
集

　

８
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
に
市
民
の
森
公

園
全
域
を
使
い
、
上
田
の
地
に
根
ざ
す

「
ア
ー
ト
」（
芸
術
）と「
ク
ラ
フ
ト
」（
工
芸
）

を
み
ん
な
で
創つ
く

り
、
音
楽
や
ス
テ
ー
ジ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
充
実
し
た
お
祭
り
を
開

催
し
ま
す
。「
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ

ア
」に
お
い
て
作
品
の
展
示
や
販
売
を
行

う
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.geisin.jim

do.com
/

）で
確
認
の

上
、
６
月
１
日
㈯
〜
７
月
15
日
㈪
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ａ
Ｐ
工
房
内
芸
農
森
林
組
合
（
高

　

野
）TEL
０
４
２
２
・
43
・
６
８
５
３

「
街
を
盛
上
げ
る
実
践
講
座
」

実
行
委
員
募
集

　

街
づ
く
り
実
践
講
座
を
企
画
・
運
営
す

る
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
講
座
は
11

月
上
旬
の
土
・
日
曜
日
に
開
催
予
定
で
す
。

●
日
時　

６
月
20
日
㈭
午
後
７
時

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

街
を
盛
上

げ
る
実
践
講
座
準
備
委
員
会（
竜
野
）

　

TEL
／
FAX
25
・
３
５
５
６

審
議
会
等
附
属
機
関
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

◇
共
通
事
項　

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
方（
公
募
に
よ
り
他
の
審
議
会
へ
参

画
さ
れ
て
い
る
方
は
、
応
募
で
き
ま
せ

ん
。
上
田
市
真
田
地
区
有
線
放
送
電
話

審
議
会
は
、
真
田
地
域
在
住
の
方
と
し

ま
す
）。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間（
上
田

市
真
田
地
区
有
線
放
送
電
話
審
議
会
は

募
集



25 Information A La Carte25

tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

調
査
審
議
が
終
了
す
る
ま
で
）

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
担
当
課

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）を
担
当
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
後
日
、
面
接
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

●
応
募
締
切　

６
月
26
日
㈬

◇
上
田
市
上
下
水
道
審
議
会　

●
審
議
の
内
容　

市
の
上
下
水
道
事
業
の

　

管
理
運
営
に
関
し
て
調
査
審
議
し
ま

す
。

　

経
営
管
理
課　

TEL
22
・
４
１
０
０

　
　
　
（
内
線
１
８
５
２
、１
５
３
５
）

◇
上
田
市
真
田
地
区
有
線
放
送
電
話
審
議

会
●
審
議
の
内
容　

真
田
地
区
有
線
放
送
電

話
業
務
の
運
営
に
関
し
、
調
査
審
議
し

ま
す
。

　

地
域
振
興
課　

TEL
72
・
２
２
５
８

依
田
窪
プ
ー
ル

監
視
員
・
看
護
師
募
集

●
職
種
／
人
数　

監
視
員
／
10
名
程
度
、

看
護
師
／
若
干
名

●
対
象　

監
視
員
は
18
歳
以
上
の
健
康
な

方（
高
校
生
不
可
）、
看
護
師
は
有
資
格

者
●
勤
務
期
間　

６
月
29
日
㈯
〜
９
月
１
日

㈰
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

（
原
則
と
し
て
１
日
勤
務
）

●
勤
務
内
容　

監
視
員
／
プ
ー
ル
の
監
視

お
よ
び
清
掃
な
ど
、看
護
師
／
怪
我（
け

が
）の
応
急
処
置
、
受
付

●
賃
金　

監
視
員
／
時
給
８
４
０
円
、
看

護
師
／
時
給
１
４
３
０
円

●
申
し
込
み　

６
月
17
日
㈪
ま
で
に
写
真

付
き
履
歴
書
、（
准
）看
護
師
免
許
証（
写

し
）を
添
付
の
上
、
左
記
へ（
そ
の
場
で

面
接
あ
り
）。

●
採
用　

締
め
切
り
後
１
週
間
以
内
に
通

知
し
ま
す
。

　

丸
子
総
合
体
育
館

　
　

TEL
43
・
２
２
５
０

市
民
総
合
体
育
大
会
参
加
者
募
集

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

●
期
日　

７
月
14
日
㈰

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館
、
上
田

城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
参
加
費　

３
０
０
０
円（
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
指
定
口
座
へ
振
り
込
み
）

●
申
し
込
み　

６
月
21
日
㈮
ま
で
に
、
所

定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
市
体
育

協
会
事
務
局
ま
で
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会（
青
木
）　

　
　

TEL
０
９
０
・
４
５
９
１
・
１
１
７
８

江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ

参
加
者
募
集　

◇
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
一
日
体
験　

●
日
時
／
参
加
費　

６
月
８
日
・
22
日
の

土
曜
日
、
午
後
６
時
〜
７
時
30
分
／
1

回
目
無
料

●
場
所　

馬
場
町
公
会
堂

◇
か
っ
ぽ
れ
保
存
会

●
日
時
／
参
加
費　

６
月
９
日
㈰
午
後
１

時
〜
２
時
30
分
／
１
回
１
５
０
０
円

●
場
所　

中
央
公
民
館

　

梅
后
流
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
信
州
上
田

　
　

道
場（
岡
崎
）　

TEL
22
・
９
６
９
６

平
成
25
年
度
酒
類
販
売

管
理
協
力
員
の
募
集

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
買
い
物
な
ど

の
機
会
を
利
用
し
て
、
お
酒
の
陳
列
場
所

の
未
成
年
者
飲
酒
防
止
の
た
め
の
表
示
状

況
や
販
売
価
格
な
ど
を
確
認
し
、
税
務
署

に
連
絡
し
て
い
た
だ
く「
酒
類
販
売
管
理

協
力
員
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

nta.go.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

上
田
税
務
署　

TEL
22
・
１
２
３
４

「
ふ
る
さ
と
信
州
風
景
百
選
」の

写
真
を
募
集
し
ま
す

　
「
心
に
残
る『
ふ
る
さ
と
信
州
』の
情
景
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
農
村
風
景
写
真
を
広
く

募
集
し
、「
ふ
る
さ
と
信
州
風
景
百
選
」を

刊
行
し
ま
す
。
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
限　

９
月
30
日
㈪

●
応
募
資
格　

ど
な
た
で
も

　

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

　
　

TEL
25
・
７
１
４
２

　
〈
お
詫
び
〉

　

今
月
の「
上
田
の
お
宝
発
見
！
」、「
情

　

熱
地
域
」
は
、
都
合
に
よ
り
休
載
し

　

ま
す
。

募
集



四ツ葉ス
ケッチ

　５月12日、信州国際音楽
村で19世紀のスペインが舞
台のドニゼッティ作曲の人気
オペラ「愛の妙薬」が公演さ
れ、熱心なファンが早くから
集まり会場は満員となりまし
た。イタリア語のオペラを
もっと身近に感じてもらおう
と、独自に日本語解説の演者
を設け、敷居を低くし、子ど
もも笑える物語になってお
り、会場全体が物語に引き込
まれていました。コーラス隊
は地域の合唱好きの24人が
１月から月３回の練習を重
ね、プロのキャストと息も
ぴったりに、いきいきとした
表情で歌いきり舞台に立つ醍

だい

醐
ご

味
み

を味わっていました。
　普段は東京からコーラス隊
の指導にかかわり、当日も主要キャストを演じられた声楽家の岡本泰

やす

寛
ひろ

さんは、「この地域が
好きだから毎年来ています。舞台をみなさんとつくるのはとても楽しい」と語っていました。
コーラス隊隊長の小山裕

ひろ

子
こ

さんは、「コーラス隊は初めて顔を合わせてから今日まで、歌の練
習や表現力を磨いてきました。練習するごとに信頼関係が築けました。素晴らしいソリストの
みなさんと同じ舞台で演じることができとても幸せです」と話していました。

舞
台
俳
優
は
地
域
の
合
唱
好
き
な
皆
さ
ん

信
州
国
際
音
楽
村
オ
ペ
ラ「
愛
の
妙
薬
」公
演

　

４
月
23
日
、
真
田
中
学

校
で
き
の
こ
教
室
が
行

わ
れ
、
１
年
生
86
名
が
き

の
こ
の
菌
の
植
付
け
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
上
田
き

の
こ
活
性
化
組
合
と
真

田
き
の
こ
協
業
組
合
の

主
催
で
行
わ
れ
、
今
年
で

25
回
目
。
真
田
地
域
の
６

小
中
学
校
で
毎
年
順
番
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
し
い
た
け
と
な
め
こ
の
菌
を
、
ナ
ラ

と
サ
ク
ラ
の
原
木
に
空
け
ら
れ
た
直
径
１
㎝
ほ
ど
の

穴
に
埋
め
、
平ひ
ら

茸た
け

の
菌
を
長
さ
15
㎝
ほ
ど
に
切
っ
た

ク
ル
ミ
の
木
を
２
つ
使
い
、
木
と
木
の
間
に
挟
み
ま

し
た
。

　

生
徒
は
ク
ラ
ス
ご
と
、
し
い
た
け
、
な
め
こ
、
平

茸
に
分
か
れ
、組
合
の
方
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

用
意
さ
れ
た
原
木
１
０
０
本
に
植
え
付
け
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

学
校
で
育
て
、
秋
に
収
穫
さ
れ
る
き
の
こ
は
、
生

徒
た
ち
が
レ
シ
ピ
を
考
え
料
理
教
室
を
行
う
予
定
で

す
。

　

生
徒
は
、「
穴

に
埋
め
る
の
が

大
変
だ
っ
た
け

ど
、
楽
し
く
で

き
た
」、「
家

で
は
、
味
噌
汁

や
煮
物
に
き
の

こ
が
入
っ
て
い

る
」、「
料
理
教

室
で
は
お
い
し

い
も
の
を
作
り

た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

学校きのこ教室
真田中学校１年生がきのこの植付けを体験
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　４月29日、上田真田まつりの開
催に合わせ市役所駐車場において、
東北復興支援物産展および真田氏ゆ
かりの市町村による物産展が開催さ
れました。
　当日は、宮城県・福島県から５市
町、真田氏ゆかりの地から６市町村
が参加し、特設テントにおいて、ホッ
ケやつぼ鯛の干物、笹かまぼこ、ご
当地カレー、農産物、銘菓、工芸品
など、それぞれの特産品を販売しま
した。
　復興支援物産展は昨年に続き２回
目の開催となり、会場は人だかりが
できるほど盛況で、中には、用意し
た商品が早々に売り切れになる店も
ありました。
　訪れた方たちは、「少しでも被災
地のためになることであれば協力し
たい」、「現地に行かなくても、特産
品が購入できてうれしい」などと話
しながら、特産品を購入していまし
た。

　

初
夏
を
思
わ
せ
る
陽
気

の
4
月
29
日
、「
花
祭
り

in
武
石
」が
武
石
公
園
周

辺
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
を
盛
り

上
げ
武
石
の
風
土
を
生
か

し
、
人
々
の
つ
な
ぎ
役
に

な
れ
れ
ば
と
、
市
の
わ
が

ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事

業
の
補
助
を
受
け
、
地
元

の
若
者
が
中
心
と
な
り

「
武
石
風
土
つ
な
ぎ
隊
」

を
結
成
し
行
っ
た
も
の
で

す
。
誰
で
も
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
キ
ャ
ラ

メ
ル
作
り
や
宝
さ
が
し
、
花
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
余よ

里り

花
桃
の
里
な
ど

地
域
4
か
所
に
設
置
さ
れ
た
花
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど
が
あ
り
、
親
子
連
れ
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
花
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
に
は
、
手
作
り
の
ベ
ン
チ
を
作
成
、
花
を

見
な
が
ら
ふ
れ
あ
う
場
所
の
提
供
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
物
産
展
や

武
石
ふ
〜
ど
汁（
き
の
こ
汁
）の
振
舞
い
も
あ
り
、
訪
れ
た
人
は
手
作
り

の
お
い
し
い
汁
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
依
田
享た
か

敏は
る

代
表（
七
ヶ
）は
、

「
地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
。
一
緒
に
地
域
を
盛

り
あ
げ
よ
う
と
仲
間
も
増
え
、
次
は
も
っ
と
地
域
の
魅
力
が
出
せ
る
企

画
を
皆
で
考
え
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地域の魅力を伝える ～武
たけ

石
し

風
ふう

土
ど

つなぎ隊
たい

～

花祭り in 武石

東
北
復
興
支
援
物
産
展
・
真
田
氏
ゆ
か
り
の
市
町
村
に
よ
る
物
産
展
を
開
催

東
北
地
方
な
ど
の
名
産
品
を
販
売

2727
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人口：161,349人 男：78,826人 女：82,523人 世帯数：65,435世帯
　　　（3,494人） 　　（1,604人） 　　（1,890人）

人の動き（平成25年５月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

　

第
31
回
上
田
真
田
ま
つ
り
が
4
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
祭
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
海
野
町
の
中

央
交
差
点
で
は
真
田
軍
Ｖ
Ｓ
徳
川
軍
に
よ
る
決
戦
劇
が
行
わ

れ
、
鎧よ

ろ
い

甲か
っ

冑ち
ゅ
う

な
ど
の
衣
装
を
身
に
着
け
た
演
者
の
皆
さ
ん
に
よ

り「
第
一
次
上
田
合
戦
」が
再
現
さ
れ
ま
し
た
。
真
田
軍
が
海
野

町
に
引
き
下
が
る
徳
川
軍
に
火
を
放
っ
た「
火
攻
め
」や
、
神
川

の
堰せ

き

を
切
っ
て
徳
川
軍
を
撤
退
さ
せ
る「
水
攻
め
」で
は
、
今
回

初
め
て
ダ
ン
ス
が
採
用
さ
れ
、
火
で
は
赤
、
水
で
は
青
の
衣
装

を
身
に
ま
と
っ
た
総
勢
80
人
の
子
ど
も
た
ち
が
、
中
央
交
差
点

い
っ
ぱ
い
に
勢
い
の
あ
る
ダ
ン
ス
や
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
、
大
判
の

フ
ラ
ッ
グ
で
そ
の
様
子
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

1
月
に
祭
り
の
参
加
が
決
定
し
て
か
ら
、
劇
中
の
ダ
ン
ス
な

ど
の
構
成
を
考
え
、
衣
装
や
曲
の
準
備
を
始
め
、
2
月
下
旬
か

ら
本
格
的
に
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
で
は
振
り
付

け
を
覚
え
て
か
ら
は
、
腕
の
角
度
や
顔
の
向
き
な
ど
の
細
か

い
部
分
や
立
ち
位
置
な
ど
を
確
認
し
、
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
で
は

タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
難
し
い
技
に
も
挑
戦
し
、
迫
力
あ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う
に
何
度
も
練
習
を
重
ね
ま
し

た
。衣
装
や
小
道
具
は
保
護
者
が
協
力
し
合
い
制
作
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
緊
張
し
た
け
れ
ど
、
大
勢
の

人
に
見
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」、「
頑
張
っ
て
練
習
し
て
、
お

祭
り
に
参
加
で
き
て
う
れ
し
い
」と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

祭
り
当
時
は
天
気
も
良
く
、
大
勢
の
観
客
や
参
加
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

第
31
回
上
田
真
田
ま
つ
り
〜
決
戦
劇
に
初
出
演
〜

記
事
投
稿
／
ダ
ン
ス
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
事
務
局

災害や安全・安心に関する情報をいつでも、どこでも

緊急情報はメール配信で
登録は、次のアドレスに空メールを送るか、
右の二次元バーコードをご利用ください。
mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
　  広報情報課　TEL23・8241 登録アドレス

ご意見をお寄せください
「広報うえだ」へのご意見・ご要望などを
お寄せください。▲

郵送　〒386・8601　住所不要　上田市広報情報課宛▲

TEL　23・8241　

▲

FAX　23・5241▲

Eメール　koho@city.ueda.nagano.jp▲

上田市ホームページ　http：//www.city.ueda.nagano.jp/
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